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Ⅰ 問題提起
ロ シ ヤ 象徴主義新世代の 詩人たちが 論じ られ る際, ヴ ラ ジ ー ミ ル ･ ソ ロ ゲ ィ ヨ フ (1853-
1900) は, そ の精神的指導者, 先駆者として 必ず言及される ｡ * 1 特に , 彼の ソ フ ィ ヤ 論が,
ロ シ ヤ象徴主義新世代の詩人たちを強く魅了 し, 大きな影響を与え た こと は, 広く知 られ て い
る｡
* 2 ロ シ ヤ 象徴主義が総合芸術運動だ っ た ことを考え ると, ロ シ ヤ象徴主義絵画に も, ソ
ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ論の影響が , 文学同様, あ っ た こ とが当然考え られる｡ しか し, ロ シ ヤ
象徴主義絵画に お ける ソ ロ ヴ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ , 或い は ｢永遠 の女性+ に つ い て の 先行研究は
未だ少なく, 十分に論じられ て い ると は言い 難い ｡
本論文は, ソ フ ィ ヤ , 或い は ｢永遠の 女性+ が, ロ シ ヤ象徴主義絵画に おい て どの よ う に 表
象さ れた の か, 図像解釈に より考察する｡
Ⅱ 永遠 の女性, ソ フ ィ ヤ
で は ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ論と はい か なるもの なの か ｡ 御子柴氏に拠ると, ソ ロ ゲ ィ ヨ フ
の ソ フ ィ ヤ論は, 彼の 終末論の 一 部を成して い るo ソ ロ ゲ ィ ヨ フ は ｢反キリス トの物請+(1900)
で預言 した終末の後に, ｢ 全世界普遍教会+ の この 世の実現を考え て い た *3. ｢茎苗窟喜遥遠鼠
フセ レ ン ス カヤ ･ ツ ェ ル コ フ ィ
と は, 生きるも の全て の た めの , キ リ ス ト教に基く神制国家の ことで あり, 終末の訪れ と 同時
に神制国家の 創造が行われ るとき は, ロ シ ヤ こ そが その新しい創造を担う者で ある と ソ ロ ゲ ィ
ヨ フ は考えて い た ｡ ソ フ ィ ヤが 関わ っ て い る の は, こ の 終末の 最後で あり天地創造の 原初段階
で ある｡ ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ論を御子柴氏は次の よう に最も簡潔に述 べ て い る｡
｢一 者に して 全て で もある神は (絶対者), 被造物を真に救済す るた め に , ま ず自己内の 全
て を他者と して能動的に 自己に対峠させ る (ロ ゴ ス)｡ その 後こ の 全て は, 自らの 自由の ゆ え
に神的本源と の粋も自分たち相互 の つ ながりも失う｡ そ して最後に, こ の全て は自由な他者と
して自ら神的本源 に働きか ける こ と で統 一 を授かり再び - 者とな る｡ すなわ ちそれ は全 一 体に
な る (世界霊魂ない し ソ フ ィ ヤ)｡+* 4
ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の 神秘体験は, その ソ フ ィ ヤ の ヴ ィ ジ ョ ン だ とい う . ソ ロ ゲ ィ ヨ フ は, 一 生 の
うち三回, ｢永遠 の女性+ に避返する神秘体験 をし, その 体験を詩 ｢三 つ の避遁+(1898) の 中
に著した ｡ 最初の経験 は1862年, 昇天祭の教会堂の 中に お い て で, 堂内は瑠璃色 一 色に染まり,
彼のJL､の 中も瑠璃色に満たされた ｡ こ の 世の もの で ない 花を手に微笑み なが ら彼女が仔ん で お
り, 彼に うなずくと霧の中に隠れた とい う｡ 二 回目はそ の13年後, 彼が ロ ン ド ン に留学して い
た時, 大英図書館の 閲覧室で 三回目は, その 三 ケ 月後, エ ジプ トに向かう船上 で お こり, 彼は
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その 体験を次の よう な詩に した ｡
｢おお, 神の精の絢欄たる 開花よ !+ ｢突然悉皆が耽々 たる瑠璃色 に満たされ て/わ が前 に ま
い き
たも彼女が輝い て い た ⊥+ ｢天 も地 もい ちめん蕎蕨で 呼吸して い た+ ｢天上の 光輝の色の 緋衣を
ま と い, 瑠璃色にもえ る瞳 で , 天地創造 の 一 日目に射し こん だ光の ような眼光を発 して , あな
た は見 まも っ て い た ｡ 現在, 過去, 未来に 存在し存在する で あろ うすべ て の もの が この 一 つ の
凝視の なか に包み こまれ た ｡ 限前に 数多の海と河, 遥か な森林と冠雪した山々 の 峰が青く見 え
て い るo 私は全て の もの を見 た ｡ そ して全 て の もの はただ 一 つ もの , 女性の か たちをと っ た美
の た だ ⊥ っ の形象と な っ た o その 形象の ス ケ ー ル は無限に拡大して ゆき, 私の 前, 私の 内部に
は, 今やた だあな ただ けしか ない+* 5
御子柴氏に よれ ば, これ ら の幻視は, ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の終末論の 中の ｢被造世界の最終的完結
の ヴ ィ ジ ョ ン+ で あ る ｡ そ の 時, ｢女性の かた ちをと っ た超時空的 『 - 者』+ の な か に , 時空内
に存在する 『全 て の もの』 が統 一 させ られ, その 結果人間の み な らず自然存在を も含ん だ全被
造物は, こ の 『全 一 体』 の有機的部分と な っ て最終的に救済され る+ の で ある｡ つ まり , 上記
の 幻視は ｢天地創造と終末の 合致に お ける超時空的 『永遠者』 の イ マ ー ジ ュ+ で あり, これ こ
そが ソ フ ィ ヤ なの で ある * 6｡
象徴主義新世代の 文学を論じた パ イ マ ン氏に よると, ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ は, 旧約聖書
の 叡知で あると同時に, 詩作する人間 と っ て は, その 熱望 を向ける最 も完全な対象, 即 ち プ ラ
ト ン の英知のイ デア で あると言う｡ * 7 パ イ マ ン氏は, ソ フ ィ ヤが異端の 萌芽を含ん で い る 点
に 注目する * 8. パ イ マ ン氏は, 詩人ブ ロ ー ク の 世界観に ソ ロ ザ ィ ヨ フ が与え た最 も主要な 影
響と は, プ ラ ト ン の ｢偉大な世界+ を開い て みせ た こ とだ と指摘して い る ｡ * 9
また パ イ マ ン氏は, 象徴主義新世代の 詩人達に決定的影響を与え た思想家と し て, ソ ロ ゲ ィ
ヨ フ の 他に ニ ー チ ェ を挙げる ｡ * 10象徴主義新世代の 詩に は, ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の叡地 に より建設
さ れた宇宙と その もと で う ごめく ニ ー チ ェ 主義の デ ィ オ ニ ソ ス 的カ オス が あると パ イ マ ン氏は
分析するo *1 1 ロ シ ヤ象徴主義新世代の 絵画が文学と同じ土壌で生産 さ れ た芸術で あり, 象徴
主義が総合芸術運動で もある以 上 ロ シ ヤ象徴主義絵画に ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ論, ニ ー チ ェ
の 超人論の 影響が ある こと は当然考え られ る｡ ニ ー チ ェ の思想の 普及の 方が ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の そ
れに時間的に先行して い る こと, ソ ロ ゲ ィ ヨ フ 自身も ニ ー チ ェ を研究し て い る こ とか ら, *1 2
両者は本来な ら平行して 考察すべ きもの で はあろう｡ しか し, 本論で は, 論旨を明確 に する た
め, ニ ー チ ェ の影響に つ い て は改めて考察する こと に し, ソ フ ィ ヤ論と ロ シ ア 象徴主義絵画 の
み に絞 っ て論じる こ とに した い ｡
それ で は果た して , ロ シ ヤ象徴主義新世代の絵画芸術は, 文学同様, ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ
ヤ論に より奮起させ られ霊感を与え られ たと言える の だ ろうか ｡ ロ シ ヤ 象徴主義絵画は, ｢永
遠の 女性+ ソ フ ィ ヤ をい か に解釈し図像化したの か , 次の章で 図像分析し明らか に する ｡
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Ⅲ ロ シヤ象徴主義絵画にお ける ｢永遠の 女性+, ソ フ ィ ヤ
Ⅲ - 1. ク ズネ ッ オ フ 《青い 噴水》(1905) の先行研究
この 章で は, ロ シ ヤ象徴主義新世代を代表する画家 パ ヴ ュ ル ･ ク ズネ ッ オ フ の代表作, 《青
い噴水》(1905)(図版1) を取り上げ図像解釈を行い , ソ フ ィ ヤ との 関係を考察する ｡
《青い 噴水》 は, 先行研究に お い て も, ソ ロ ヴ ィ ヨ フ の ｢永遠の女性+ と絡め て論じ られ て
い る｡
ル サ コ ワ氏は, ｢幅広 い解釈をすれば, ク ズネ ッ オ フ も, ウ ラ ジ ー ミ ル ･ ソ ロ ゲ ィ ヨ フ と象
徴主義新世代に続く 『永遠 の女性』 の詩人だろう+ と述 べ る｡ ル サ コ ワ氏は, 噴水が上昇 と下
降を繰り返す ｢永遠+ の シ ン ボ ル で あり, ま た自らの 内部に閉ざされた動きの シ ン ボ ル で もあ
ると考え る｡ そ して , 同時期の 彼の 他の作品, 《朝》(1905), 《母の 愛》 (1905-6), 《誕生》
(1906) (図版2) を取り上げ, そ の主題が, 人間或い は人間の魂の 誕生, 母性, 母の 愛で あ る
と考え, 《青い 噴水》 も同主題の 一 枚だ と見な して い る｡ ただ し, ク ズ ネ ッ オ フ の場合, ｢永
遠の 女性+ と は ｢永遠なる母性+ で あり, 新しい ミク ロ コ ス モ ス が発生する聖な る泉, 人間 の
精神だ っ たと ル サ コ ワ氏は解釈して い る｡ *13
他方, 上野氏は, 論文 ｢M . ゲ ル - ベ リと世紀末芸術 - (西欧) と (ロ シ ア) に お ける女性
性の 表象 をめ ぐ っ て+(1998) の 中で , ク ズネ ッ オ フ の 《青い 噴水≫ を ｢永遠の 女性性+ と い
う視点か ら分析した｡ 上野氏も, ク ズネ ッ オ フ が1904- 5年に制作した作品群に , 噴水, 女性,
子供とい う共通モ チ ー フ を見て取る ｡ *14次に上野氏は柳に注目し, 三途 の 川 に生 え る柳は冥
界の シ ン ボ ル であり, 不妊, また は不妊を癒すと いう シ ン ボ ル だ と考え た｡ そ して , 両脇の 幼
児が三人 に柳の 葉を差 し出して い ると見, その こ とが ヴ ェ ー ル を被せ られて い る人物の受胎 を
指し示 して い る と述 べ る｡ つ まり, 中央の ヴ ェ ー ル を被せ られて い る人物は母親である と上 野
氏は考え て い る の で あ る｡ 中央の人物が受胎して い ると いう こ とは, 子宮空間を暗示する よう
な噴水プ ー ル の 円環の モ テ ィ - フ か らも推測さ れる とし, *15 ｢育と い う色 は 『生命の 泉』 を
象徴+ して おり, その昔が基調の 世界は ｢すべ て の もの が未だ形をな さない状態, す なわ ち子
宮的宇宙を連想させ る+ と上野氏は述 べ る ｡ *16さ らに上野氏は, 《青い 噴水≫ が受胎を暗示
して い る とい うそ の解釈と, 《青い 噴水》 の ｢泉+, ｢ 閉ざされ た庭+ という モ テ ィ ー フ か ら,
マ リ ア の処女懐胎を連想する ｡ そ して, 処女懐胎した マ リア は ｢超越 的精神+* 17 で も ｢ 原罪
を象徴する肉体で もな い+*18と述 べ , *19 一 方 ソ フ ィ ヤを ｢神格の 内に存在する受動的女性原
理+,
*20 ｢ 霊(精神) と物質が切り離され得ぬ生命の究極的完成 と して の神的有機体+ で あ
り ｢霊的, 超越的存在で はな い+ と理解し, そ こ に マ リ ア との 共通点を見て い る ｡ *21そ し て ク
ズネ ッ オ フ の 《青い 噴水》 も, ｢ 生命を宿す無垢の身体+｢生命の 起源 である子宮的な宇宙そ の
もの+
*22な の で , 上野氏は 《青い 噴水》 は マ リ ア と ソ フ ィ ヤ と同列視が可能だ と考え た ｡ 上
野氏は, ク ズネッ オ フ の女性像は, ｢魂と肉体とい う 二分法に当て はま らな い , 女性の 独特の
身体性を表象 して い る+ と結論する｡ *23
ル サ コ ワ 氏も上野氏も, 《青い 噴水》 の主題は, 人間の魂や命を生み出す母性だと解釈す る
点は 一 致して い る ｡ ル サ コ ワ氏は, ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ をク ズネ ッ オ フ が 頂こ遠なる女性+
で はなく ｢永遠なる母性+ と解釈したと考えたo 一 方, 上野氏は, 《青い 噴水≫ は, ソ フ ィ ヤ
と マ リ ア の みに備わ る, そ の処女懐胎能力を措い て い る と解釈した｡
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二 人の解釈 で は, 《青い 噴水≫ は ｢生命を生 み出す母性+ を措き, 人間の 生を肯定的 に捉え
た図像とい う こ と に な る｡
他の 先行研究で も同様な解釈がさ れ て いる ｡ ジ ョ ン ･ ボウ ル ト氏 は, ク ズ ネ ッ オ フ が1905 -
6年間に制作した作品たっ い て , ｢より高次の 真実が受肉し た姿が 妊娠し た女性だ と彼は信 じ
て い た の だ+ と述 べ て い る ｡
*24
｡
カ ミ ラ ･ グ レ イ氏は, ｢ク ズ ネ ッ オ フ を代表と する象徴主義新世代 は (旧世代と違 っ て 一 福
間), ペ シ ミ ズ ム に取り濃か れ て お らず, 本質的に生 に 結びっ い た主 題を措い た+ と著書の 中
で 述べ て い る ｡ グ レイ 氏は, ク ズネ ッ オ フ の1905- 6年の 一 連の 作品に つ い て , そ の 作品の 静
けさ は ｢生の神秘の 前で の 畏怖+ で ある と し, ク ズネ ッ オ フ の 図像が生の 礼讃で ある と い う 立
場を崩さ ない ｡ グ レイ 氏は, ク ズネ ッ オ フ の そ れ らの 作品に ｢元素の 統 一 とい う汎神論的感覚+
を見 るの だ が, そ れ を ｢自然 の パ タ ー ン の親密な 一 部である人間の 喜ばしい ヴ ィ ジ ョ ン で ある+
と解釈して い る｡ *25
他方で , 上野氏も指摘す る ように , 同時代の象徴派詩人 マ コ フ ス キ ー は, 雑誌 『金羊毛』 第
5号 (1907) に , ｢青蕎夜+ グル ー プ の第 一 回展覧会に つ い て 記事を書き, 《青い 噴水≫ を含む
クズ ネ ッ オ フ の 一 連 の 作品に対 し, 次の ような両面的 な見方をした ｡ *26 即ち, それ ら は, ｢ 空
気の ような フ ォ ル ム と輪郭が霞んだ世界 へ と我々 を導く, 魅惑的な ヴ ィ ジ ョ ン+, ｢青ざめた 平
坦で平和な色調の , 他の世界の震え る影 の ヴ ィ ジ ョ ン+ だと彼は言う｡ ･ しか し, 上野氏が注 目
する所で もあるが, 彼は同時に そ こ に , 謎 や予兆 , 不安, 悪魔の 微笑み を感 じ て い るの で あ
る o
* 27彼は, そ こ にカ オ ス が措かれ て い る こ と を指摘 し, 措か れ た子供を生 ま れ なか っ た胎
児だ と述べ て い る ｡
確か に, 子供を含むク ズ ネ ッ オ フ の 人物像は, フ ォ ル ム もヴ ォ リ ュ ー ム も無く, 輪郭線は水
ぶくれ した様で不明瞭で , ｢ 生まれなか っ た子供+ と マ コ フ ス キ ー が描写 した の も領ける ｡ 生
き生き した生命力 と は正反対の , 不気味な衰微の 気配す ら感じとち れて い る の で ある｡
先行研究で は, 上野氏だ け が, ク ズネ ッ オ フ の 図像に 対する マ コ フ ス キ ー の 上記 の ような 両
面的批評に 注目して い る｡ 象徴主義旧世代は模倣的な デカ ダ ン , 新世代は ソ ロ ゲ ィ ヨ フ を掲げ
た反デ カ ダン と い う文学に お ける従来の 図式に囚 われ て しまう の か もしれ ない ｡ 上野氏は, ク
ズネ ッ オ フ の 図像を, 母性を テ ー マ とする作品, 悪魔を テ ー マ と した作品に 分け, ｢複雑な プ
ロ ッ ト である ため, それ ぞれ の モ テ ィ ー フ が具体的に何を表して い るか読み取る こ と は困難 で
あるが , こ こ で注目すべ き点は, 母性を象徴する空間と悪魔を象徴する空間が 同じもの と し て
と らえ られて い る とい う こと で ある+, と解釈しよ うとする｡ 上野氏 は, ダイ ク ス ト ラ著 『倒錯
の偶像』*28 に拠り, ダ ー ゲ ィ ニ ズ ム が女性を退化 した怪物と して 範時化す る の に大きな役割
を果た した こ とに 注目し, 次の ように結論づける ｡
｢ 西欧の女性像で は, 女性の セ ク シ ュ ア リテ ィ ー は, 肉体と して の 自然であり, 性的倒錯性
と悪徳の象徴 である の に対し, ロ シ ア の 女性像で はそ れ は魂と して の 自然で あり, 宇宙的な 生
命力や霊感の 泉の象徴とな っ て い る こと で ある｡ そ の 意味で , ロ シ ア の 『永遠に 女性的なる も
の』 の メ タ フ ァ ー *2 9は, ロ マ ン 主義的なもの に と どま っ て い る と考え られ る ｡ しか し, 指摘
して おか ねばな らな い の は, 西欧に も ロ シ ア にも ロ マ ン主義的イ メ ー ジと性的破壊性の イ メ -
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ジが パ ラ レ ル に存在したの で あ り, 世紀末芸術に お ける ｢永遠に女性的なる もの+ の 表象そ の
もの が常に両義性を はらん で い たと い う こ とで ある｡+*30
しか し この 説明で は, 上野氏が言う ｢永遠の女性性+ と ｢母性+ が同 一 視され て し ま っ て い
る . 結局上野氏は, マ コ フ ス キ ー が指摘した不気味さを明らか に で きて いな い し, ロ シ ヤ象徴
主義絵画に お ける ｢永遠の女性+ 性に つ い て も不十分 な解釈に終わ っ て い る ｡
従来の先行研究を まと めると, ≪青い噴水》 の主題 は, ｢受胎する母+｢生+ の称賛で あり,
それが ソ ロ ヴ ィ ヨ フ の ｢永遠の女性+ の - 解釈で ある とされ, 作品の腰気な不気味さ も, 自然
の 一 部として の人間の喜 び, 生の 肯定を う ち消すもの で はない とさ れて い る｡
しか し, ｢母親+ を賞揚する場合, 母 と子 は 一 人づ っ 措かれ るの が普通で ある｡
それ に , 水子の ような子供の 像を どの よう に解釈するか, 先行研究は述 べ て い ない ｡
Ⅲ - 2
. ク ズネ ッ オ フ 《青い噴水≫(1905) の 図像解釈
これ らの先行研究に対して , 本章で , 筆者は, 《青い 噴水》 につ い て 新たな図像解釈を行い,
象徴主義新世代絵画と ソ ロ ヴ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ論に 関して新たな見解を示 したい ｡
《青い 噴水≫ は, 青白い色調の 中に 全て が塵瀧と霞ん で い る｡ 特定の 時間や空間は全く示 さ
れ て お らず, 光源も不明で , こ の 青い世界が, こ の世で はない 別世界である こ とが分か る ｡ 描
かれた もの や人物に は ヴォ リ ュ ー ム が全くなく, そ の位置関係もは っ きりしな い ｡ 柳の葉と 噴
水が画面の大半を占め, 画面の下 四分 の 一 に当たる前景に, 人物像が や っ と識別で きる位 に ぼ
んや りと措かれ て い る｡ 上野氏は中央の花冠を被せ られ て い る人物を, 受胎する女性, 即 ち母
だ とす るが,
*31筆者に は少女に見え る. ヴ ェ ー ル を被せる 二人の 女性に つ い て は, 先行研究
は何の 言及 も行 っ て い な い ｡ こ の 二人 の女性は尼の ような ヴ ェ ー ル を被 っ て おり, 少女 の髪に
白い小花の冠 をつ けた ヴ ェ ー ル を祈りなが ら被せ て い る｡ それ はま るで 年老い た母親た ちが次
に生命を産む少女を祝福して い るか の ようだが, こ の 二 人の どちらかが少女の本当の 母親だ と
は考え られな い ｡ なぜ な ら, 母親は, 措かれ る場合, 常に 一 人で措か れるもの で ある し, 何よ
りも二 人 は尼の様な姿だか らで ある ｡ 両端に は, 殆ど見落と して しま い そ うな位, かすか に措
か れた 二人 の子供が い る ｡ 上野氏 は二 人が柳の枝を差し出して い る と述 べ て い るが , *3 2筆者
に はそ の ように は見え ない ｡ 二人 は男の子で ある こ とがよ うやく分かるが, こ の 二 人の子供 は
水と柳に 溶け込み殆ど実体が無い ｡ 噴水は, 上野氏も指摘する ｢無原罪の御宿りの マ リ ア+ の
属性と して , ま た ｢愛の 泉+ と して , 西欧美術に おい て 措かれ続けて きた伝統的図像で あ る ｡
また, 上野氏も言う よう に, こ の 噴水の形は子宮を暗示して い ると考え られ る｡
こ の 絵の 中心人物は, 中央の花冠を被せ られ て い る少女 で あろう｡ そ の花冠 の小さな白い 花
描, お そ らくク ロ ッ カ ス で あろう｡ ク ロ ッ カ ス は, ｢聖なる叡知+ を象徴するだけで なく, ｢ 聖
母 マ リ ア+ の 象徴で もあり , ま た蓄蔵と百合と共に ｢ 天国の 花+ と して 言及 さ れ る花 で あ
る｡
*33 っ まり, 少女は ｢天国の 花+ を与え られ, ｢ 聖なる叡知+, 即ち ソ フ ィ ヤ に , 今ま さ に
ならん と して い る もの と考え られる ｡
筆者 は, 《青い 噴水》 が まさ に ゲ ー テ の 『フ ァ ウ ス ト』 の 中の ｢母たちの 国+ を措い た もの
で あると考える｡ フ ァ ウ ス トは, ｢実の原型+ で ある ヘ レ ナ巻 こ の 世に 現存させ るた め の 唯 一
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の方法と聞か され た ｢母た ち の国+ に 降りて い く｡ メ フ ィ ス ト フ ェ レ ス が フ ァ ウ ス トに 語 っ て
きかせ る ｢母たちの 国+ の 描写 は, 情 い 噴水》 やク ズ ネ ッ オ フ の 同時期の 作品に ぴ っ た り 一
致する ｡
メ : ｢深い 寂家の底 に , 実は神々 しい女神た ちが住ん で い るの で す｡ そ こ に は空間もなけれ ば
時間もありませ ん｡ 女神た ちを説明するの は, どうい っ て い い か わか りませ ん ｡ とに か く, そ
れ は 『母 たち』 と い う の で すo+ フ : 惇然 と し て ｢母た ち, 母た ち ｡ 何と い う異様な名だ ろ
う+
*35
ゝ ゝ
少女に花冠 を授け る二 人の 女性は ｢母た ち+(傍点 - 福間) で あ っ た と思 わ れ る ｡ メ フ ィ ス
ト フ ェ レ ス は, 続け て , 母た ちが人間が聞い た こと もな い女神で あり, 彼の め っ た に は口 に 出
さ ぬ名前だ と い い , そ の 住処 へ は ど こま で も地の 底を深くもぐり こ ん で ゆか ね ばな らな い と教
える o そ こ へ 到 る道 はなく, ｢誰も通 っ た こと の ない道, 通り よう の な い 道+ で ｢何び と も求
め‾た ことの な い道, 何 びと も求め て は なら ぬ道+ で あり, ｢開く錠 も押しあ け る門もな い , 寂
参に た だ引き回され る だ け+ であ る こ と, ｢永遠に 空虚な広漠た る 国+ で は何 も見え ず自分の
足音もしな い こと, 腰をお ろす囲い もの もな い こ とを教え る｡ *35母たち の 国は , メ フ ィ ス ト
フ ェ レ ス に と っ て さ え, 恐 ろ しい, 行くの が慣られる場所なの で ある ｡ .
フ ァ ウ ス ト は, 自分は世間の人 々 の ように ｢ちい さくか たま っ て幸福に なろ うな どと思 っ て
い な い+ と述 べ , ｢偉大な仕事の た め に出か けよう+ と言うo メ フ ィ ス ト フ ェ レ ス は彼に 対 し
て , ｢あな た は生成した事物の世界をは なれ て, 形を持た ぬ形の 世界 へ ゆ くの で す｡ もは や存
在しな い もの の 形をもとめ に ゆく の で すo うようよする群れ が, 雲の 去来の よう に絡み つ い て
きますo そ し たら, そ の 鍵をふ る っ て お避 けな さ い+ と助言する o そ し て 一 番深い どん底 に
｢灼熱した三木足の 香炉+ が あり, そ こに 立 っ たり座 っ たりして い る歩 い た り し て い る母た ち
の 姿が ぼん やり見え る はずだ と教え る ｡ そ こ で は, ｢ 形を っ く っ たり, 形を変え た り, 永遠の
意味の 永遠の対話が っ づい+ て おり, ｢ あら ゆる生き もの の形が 漂+ い , 母 たち の 眼に は物の
図式しか見え ず, フ ァ ウ ス ト の姿は見え な い と い うo メ フ ィ ス ト フ ェ レ ス は続けて彼を励ます｡
｢母たち の知 らぬ 間に 香炉 を持 っ て 帰るの で すo い っ た ん香炉 さえ持 っ て くれ ば , あな た は闇
の 国か ら, ヘ レ ナ で もパ リ ス で も呼び出す こ とが で きますo あな た は大胆 な この 仕事をな し と
げた最初の 人間で す｡ 事は成就した ｡ しか もそ の功績はあな たの もの だ｡ そ の あと は, 香炉か
ら立 ちの ぼ る煙 が造作もなく魔法の 力で神々 の すが たに変わ るの で す0+* 36
上記の テ キ ス トか ら, ク ズネ ッ オ フ が 措 い 噴水》 で 措い た の は ｢母 たち の 国+ で あり, 中
央の 少女が今まさ に ｢ソ フ ィ ヤ+ に な ろうとする瞬間が その 主題 で あ っ た こ と は明らか で あ ろ
うo 二人 の母たちの 傍ら の子供像は, 従 っ て, ｢形を っ く っ たり, 形 を変え たり+ する ｢形を
もた ぬ形の生 きもの+ な の で ある o ヴ ォ リ ュ ー ム 表現が皆無 である こ と, 鹿気な青色 の世界 に
全 て が霞み, 空間も光も, もの の 位置関係も措かれ て い な い の は, そ こが ｢母たちの 国+ だ か
らなの である ｡ マ コ フ ス キ ー と上野氏が感 じと っ た不気味さ は, 上野氏が考え る ように , 世紀
末の女性像に 聖な る側面 と悪魔的側面が共存したか らで はな い で あ ろう｡ 柳は, 上野氏の 言う
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よう に受胎 の象徴で はなく, こ こ で は聖人達, 即ち ｢母 た ち+ を象徴して い ると見 なす方が よ
い ｡
*37また, 噴水は, こ こ で は香炉の 代わ りと考え られる ｡ 同時に ｢ 無原罪の 衛宿り+ を暗
示し, 霊的生命と救済の 源泉を象徴して い ると も思われ る｡ *38噴水か ら霧の よ う に送 っ て い
る水煙 は, 香炉の煙 だと見なす ことが で きる｡ 水は ｢青著者+ グル ー プが不断に轟い た モ チ ー
フ で あり
*39
, 特別 な元素と して彼らが水を特別視して い た ことが推測され る｡
ク ズネ ッ オ フ が, ｢フ ァ ウ ス ト+ の ヘ レ ナ をソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ だ と解釈 した と筆者が
推測する理由は三 つ あ る. 一 つ 目は, ヘ レ ナ を この 世に 呼び出した後の フ ァ ウ ス トの 言葉で あ
る ｡ ｢何と つ ま らぬ 閉ざされ た世界で しかなか っ た ことか ｡ 世界はたちまち 一 変して しま っ た ｡
初めて 世界が望ま しい もの , 堅固な もの , 永続する もの に変貌した+ と フ ァ ウ ス トは言う の で
ある｡ ヘ レ ナが行 っ た世界の 一 新とそ の望ま し い永遠化は, 御子柴氏の解説で前章で見 た, ソ
フ ィ ヤ が為す こと と全く同 じで ある ｡ 第二 に, フ ァ ウ ス トが ヘ レ ナを自分の 一 切の情熱の精髄,
愛と崇拝を捧げる対象にする こと である ｡ こ れ は, 第Ⅱ章で述 べ た, パ イ マ ン氏が言う所の 詩
人と ソ フ ィ ヤ の 関係に 等しい ｡ 第三 は, ヘ レ ナに会 っ た後, 古代ギリ シ ャ の異教徒の 古典的な
祭りに 出かけた フ ァ ウ ス トが, 英雄たちの 教育者, ピ ン と話した内容で ある ｡ フ ァ ウ ス ト は,
そ こで , ヘ レ ナが外面の美しさ で はなく内側か ら湧く生 の美しさ と い う意味にお い て ｢最高に
美しい 女+ で あり, ｢時間に束縛され ない 女+ で ある こと をピ ン に きく ｡ そ して ヘ レ ナが ｢じ
つ に神々 に ひと しい永遠の姿+ だ と フ ァ ウ ス ト は述 べ る の で あ る｡ こ こ に お い て , - レ ナ は
｢神に等しい 永遠の 女性+ で ある ことが言われ る｡ 以上 の点か ら, ヘ レ ナ は ｢永遠の 女性+ で
あり, 即 ち ソ ロ ヴ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ で あると, ク ズネ ッ オ フ は解釈したもの と思われ る｡
以上 の こ とか ら, ク ズネ ッ オ フ の 《青い 噴水》 が, ｢フ ァ ウ ス ト+ をテ キス トに して , ｢永遠
の 女性+ が異次元か ら この世に 出現 しようとする場面を描い た こ と は明らか だと思われ る｡
《青い 噴水》 は, ソ フ ィ ヤ論の 実現の 瞬間を主題 に し図像化した作品で あると言え る｡
Ⅲ - 3 . ｢母たち の国+ の 3本足の 香炉
《青い 噴水》 の 香炉の 三 つ の 足 は, 教会, 国家, 経済社会の 三 つ か ら成る, ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の
自由神政制の構造を想起させ る｡ *4 0
《青い 噴水≫ と同 じ時期に描かれ た 《噴水》 (1905) ( 図版3) で は, 噴水の 元を子 供と思
わ れる人物が 三人 で支え, ｢三本の 足+ の代わりを して い る ｡ ｢三本足+ の 像の真下 に は, ひ と
きわ大 きな頑をした子供が , 何か の冠を今まさ に被せ られ ようとさ れなが ら, 噴水の 先の彼方
上方を仰い で い る ｡ 《噴水≫ は, もの の大きさや遠近 は全く無視され て い るが, 上下方向で は
三層構造 に な っ て い る ｡ 最下層部に い る冠を被ろうとする人物は, 中層の 噴水にの っ て 上昇 し
て上層に至り, 変容を遂げるもの と思わ れる｡ 以上の こ とか ら, ク ズネ ッ オ フ が 噴水を, ｢母
た ちの 国+ の 香炉に 見立て て い た ことが推測され る｡
｢母たちの 国+ の香炉が ｢青書夜+ グル ー プ に親しい もの だ っ た こと ば, ｢青蕎蕨+ の 一 員
である ピ ョ - ト ル ･ ウ トキ ン の 同時期の作品, 《天国の祝典》(1906) (図版4) か らも分かる｡
こ の作品も, 霞んだ白 っ ぽ い青緑色が主 な色調 で あり, 時間も場所も不明な別世界が措か れ て
い る｡ 弧を措い た地平線の両端に, 空を覆わんばかり に オリ ー ザ の木が生 えて い る｡ そ し て ,
真ん中に は, 三本足の 香炉が立ち, 白い煙 を真 っ 直ぐ上方に 打ち上げて い る (図版5)｡ 空 に
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はきらきら光 る星農が 一 面に散らばり, 祝典の 喜ば しい 気分 を表 して い る｡ 煙 の立ち上 る先 の
中空 に は, 小さ い紅い 球体が認 め られ る｡ オ リ ー ヴ は, 預言の能力と勝利 を象徴する樹で ある｡
*41っ まり, 作品の 題名通 り, ｢ 母た ちの 国+ の 香炉か ら , ヘ レ ナ , 即 ち ソ フ ィ ヤ の 姿を こ の
世に送り こん で , 天 と こ,の世が ソ フ ィ ヤ に よ っ て つ なが る こと を, 天 が勝利と捉 え, 喜ん で い
るの で ある｡
象徴主義新世代 の 画家で あるク ズネ ッ オ フ や ウ ト キ ン らが, ｢永遠 の 女性+ の ソ フ ィ ヤ で は
なく香炉を措い た こ とか ら判断する と, 彼らが最も措きたか っ た もの は, ソ フ ィ ヤ をこ の世 に
現出させ る と い う行為その もの で あ っ た と思わ れ る｡
Ⅲ - 4. ｢フ ァ ウ ス ト+, 永遠の 女性, 金羊毛
｢フ ァ ウ ス ト+ は, ゲ ル - ベ リが, 既 に テ キ ス トに用 い て , 大きな パ ネ ル の 連作を1896年に
制作して い る ( 図版6)｡ ゲ ル - ベ リ の パ ネ ル は, 中世の ス テ ン ドグ ラ ス な どを図像源 に して ,
ナ ラ テ ィ フ に 物語 を語る o *42 ゲ ル ー ベ リ の ｢フ ァ ウ ス ト+ と, ク ズ ネ ッ オ フ の それ と は, 樵
式も, テ キ ス トか ら用 い た部分 も異 な っ て い る｡
｢フ ァ ウ ス ト+ が , 世紀転換期ロ シ ヤ の象徴主義の 両世代の 画家た ちに よ っ て 消費さ れ た チ
キ ス トだ っ た事実は興味深 い o お そ らく ｢フ ァ ウ ス ト+ は, ゲ ル - ベ リと ク ズネ ッ オ フ で は ,
異 な っ た消費の し方が され たの で はない かと思わ れる ｡
ゲ ル - ベ リ は, 絶望 した学者で あり錬金術師で あ る フ ァ ウ ス ト に, 最大の 関心が あ っ たの で
はな い か と推測さ れ るo フ ァ ウ ス トは, ｢お れ の なか に は, あ あ, 二 つ の 魂が 住ん で い る , そ
れ が たが い に , 別々 に わ かれ ようと争 っ て い るo 一 つ はは げしい情欲をもや し (略) し っ か り
と下界に しがみ つ くo もう 一 つ は, 是が非で も塵や填の 世をの がれ て, むか しの聖賢た ち の 高
い 聖霊 の世界 へ の ぼ ろ うとする+ *43と苦しむ人間で ある ｡ 前者は悪魔と契約をし, 清純な マ
ル ガリ ー タを妊娠させ･, 彼女の母親と兄の 命を奪い , 赤ん坊殺しの 罪で彼女を死刑に まで 追 い
込んだ o 後者は, 刻苦勉励し, あらゆ る学問を研究し, 錬金術ま で 習得 して , 世界を統べ て い
るもの を認識し たい と渇望する魂 で ある｡ つ まり フ ァ ウ ス ト は, 個人の 内面に お い て , 対立 を
超越し完全 な実在に な ろ うと渇望する人間だと い え るo フ ァ ウ ス ト は死んだ後, 魂の修行をし,
前者をふ る い落と し･ ｢永遠の 愛+ で ある マ ル ガリ ー タ に とり な し て もら い , 最後に ｢永遠 の
女性+ で ある撃母 マ リ ア に魂を天 国ま で引き上 げて もらう ｡ しか し フ ァ ウ ス トの この遍歴 は,
そ もそも神と悪魔の 話し合い と合意 の あと に始ま っ て い る ｡ エ リ ア - デ によ る と, 神で は なく
生 に 対して, ゲ ー テ の メ フ ィ ス ト フ ェ レ ス は対立 し, 無活動と死を課そう とする｡ 同時に彼は,
逆説的に生 を鼓舞し, 善と戦うが最後に は善を成 し遂げる, 神の 協力者で もある の である ｡ * 44
エ リ ア - デ に よれば, こ の メ フ ィ ス ト フ ェ レ ス と神に よる, 反対の 一 致と い う普遍 的な 問題
に , ゲ ー テ は生涯取り組ん だ と いう . *45 ヴ ル ー ペ リに よる ｢フ ァ ウ ス ト+ シ リ ー ズ の 一 枚の
三連パ ネ ル ( 図版6) を見る と･ 左 の パ ネ ル に措かれ たメ フ ィ ス ト フ ェ レ ス と学生が活動的吃
様子 で あるの に対 し, 右側の パ ネ ル に は フ ァ ウ ス トが隈想し仔ん で い る｡ そ して 中央の パ ネ ル
で は, マ ル ガリ ー タ が, 両者を分かち, 且 っ , つ ない で , 真 っ 直ぐこ ち､らを向い て立 っ て い る.
こ こ で ゲ ル - ベ リ は, 対立物の 統 一 と い う役割を マ ル ガリ ー タ に , 与え て い る と思われる . マ
ル ガリ ー タ は, フ ァ ウ ス トの 魂 を永遠の 女性 マ リ ア に とりな し, 唯 一 ｢永遠の 愛+ だ け が で き
- 66-
ると い う技で , 彼の霊 と肉を分離さ せ, 天国まで引き上 げられ る所に まで至 らせたの で ある ｡
｢フ ァ ウ ス ト+ に よると, 魂と肉体を分か ち天国に魂を救い あげる ことが で きるの は, ｢真実の
愛+ だ けで あるo マ ル ガリ ー タ は魂 を救済する ｢永遠の愛+ の 持ち主 な の で あ る . *46 それ故
彼は, ｢永遠の 愛+ を もつ 女性マ ル ガ リ ー タ に統合し救済する役 を期待した の で あ ろう ｡ 筆者
は ｢永遠の 女性+ と い う概念に , 同時代を生き たイ ン テ リ ゲン ツ イ ア で あ っ た ゲ ル - ベ リと ソ
ロ ゲ ィ ヨ フ に 共通点を見, ま た相異点を見る ｡
ク ズネ ッ オ フ ら象徴主義新世代の 画家た ち は, ｢フ ァ ウ ス ト+ の 中か ら, ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ
フ ィ ヤ諭そ の もの と思 われ る部分を図像化したと思われ る｡ 彼ら に と っ て の 永遠の 女性は, 壁
母 マ リ ア で も, マ ル ガリ ー タ で はなく, ヘ レ ナで ある. フ ァ ウ ス トに, ヘ レ ナが ｢時間 に束縛
さ れな い 女+ で あり ｢神々 に等しい永遠の 姿+ で ある ことを教えた ピ ン は, 普, パ ラ ス ･ ア テ
ナと金羊毛をと りに ア ル ゴ船に乗り込ん だ若者た ちを教育した｡ フ ァ ウ ス トは疾駆する馬に乗 っ
た ピ ン に 同乗しなが ら, ア ル ゴ船の 若者たちの ことをきく｡ 疾駆する馬 は, 不断の 活動, 即ち
生その もの を象徴して い る と思わ れる ｡ ピ ン は, 金羊毛 を取り に行 っ た若者た ちを , ｢それ ぞ
れり っ ばな人々 だ っ た ｡ 自分の も っ て い る力量で お互 い に 足らぬ と ころを補い合 っ た+ と誉め,
｢ もっ ともすぐれ た男た ち+ だ と述 べ る｡ 続けて , フ ァ ウ ス トが最 も美しい 女 は誰か と尋ね る
の に答えて , ピ ン は ｢女の 外側の 美しさ ば大した もの で はな い+ こ と, ｢JL､ たの しく生 を よ ろ
こぶ よう に, 深い底か ら湧き出る もの で なけれ ばおれ は賛美しない+ と言い , ｢ヘ レ ナ の よ う
に+ と述 べ る ｡ ピ ン は パ ラ ス ･ ア テ ナを ｢大 して ほめ られな い+ と斥けたが , ヘ レ ナ は ｢最高
の 美+ で ある と して 賛美した｡ こ の とき, 生を生きる フ ァ ウ ス トは, 金羊毛をとりに い っ たり っ
ばな若者た ちの よう に, ｢切ない 憧憤の力 で ただ 一 つ の わ た しの望み (即ち ヘ レ ナ - 福間) 杏
こ の世に 呼び戻す+ ことを決心 した と思わ れる ｡ *47
象徴主義新世代の総合芸術雑誌 『金羊毛』 の雑誌名は, ギ リ シ ャ神話から直接と っ た の で は
なく, お そ らくゲ ー テ の ｢フ ァ ウ ス ト+ の この 箇所に 由来するの で はない かと筆者は考え る ｡
ク ズネ ッ オ フ ら ｢青蕎夜+ グル ー プを含む, 象徴主義新世代の 芸術家達は, 金羊毛の 若者た ら
ん と した フ ァ ウ ス トの よう に, ヘ レ ナ , 即ち ソ フ ィ ヤ を憧憤に より この世に招来しよう と した
の で はない だ ろ うか ｡
その 後, フ ァ ウ ス ト は地上で ヘ レ ナに会い, それか らしば らく して ヘ レ ナが去 っ た直後に 次
の よう に言う｡ ｢地球の 上 に は, まだ い くらで も偉大な仕事をする余地 がある ｡ 驚嘆す べ き こ
とを成しと げるの だ+｡ そ して大海原を征服する大事業に乗り出すの で あ る｡ フ ァ ウ ス ト は大
海原を見ると, ｢不安と絶望 を喚起+ され , ｢専横な 四大 の 目的 の な い 威力+ を感 じ る と述 べ
る ｡ *4 8結局, フ ァ ウ ス ト は海の 埋め立 て事業に失敗し, 盲に なるが, 死ぬ間際に こう述 べ る ｡
｢自由と生命をかちえ んとする もの は, 日々 , 新しく/これ を戦い と らね ばな らぬ ｡+ 続けて ,
｢だか ら, こ こで は, 子供も大人 も年寄りも/それぞれ危険をた たか っ て , す こや かな年月 を送
る の だ/お れ はその ような人間の , み ごとな共同社会をな が め な が ら, / 自由の 民と自由な土
地 に住み た い ｡ /お れ はか かる瞬間に むか っ て , /まあ, 待て, お まえ は実に美しい+ と呼び た
い
｡ お れの この 世に残した痕は, もはや/ 永劫経て も滅び はせ ぬ ｡ /そ うした高い幸福を予感し
て , /お れ は最高の瞬間を味わう の だ｡ /+*49｢永遠の 女性+ に地上 で避近 した直後か ら, 悪魔
と契約した ほど絶望 して い た フ ァ ウ ス トが , ｢不安と絶望 を感 じて しま う ほ ど巨大な力 に対 し
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て , 共同社会を夢見 自由な民と土地 に 住む こと を願い , 死 ぬま で 果敢に挑戦し続ける人間 に
な っ た の で ある｡
雑誌 『金羊毛』 に集 っ た象徴主義新世代の 芸術家た ちは, ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ論を得て ,
｢フ ァ ウ ス ト+ を解釈 し,
■
ヘ レ ナを ソ フ ィ ヤ と見な し, 自らは ア ル ゴ船の 若者た ち或 い は フ ァ
ウ ス トたらん と した の で あろう｡ その 姿勢は, 象徴主義旧世代の グ ル ー ベ リ に よ る, 疎外さ れ
た状況 に腰をお ろ したま ま手を こま ね き, 引き裂か れ た苦しみ に独り怒 るだ け の デ ー モ ン ( 図
版7) と は全く異な っ て い る｡ ま た, ヴ ル ー ペ リ に と っ て の ｢フ ァ ウ ス ト+ に お ける永遠の 女
性で ある マ ル ガリ ー タと フ ァ ウ ス トの 関係は, ヘ レ ナと フ ァ ウ ス ト の 関係と全く違う｡ マ ル ガ
リ ー タが 一 方的に犠牲 に な っ て は フ ァ ウ ス トを救済するの に対し, ヘ レ ナ, 即 ち ソ フ ィ ヤ は,
た だ自らの 身を地上 に現すだ け で , フ ァ ウ ス トを真に ｢生+に生き る者に生 まれ変わ らせ た の
で ある ｡
象徴主義者新世代に と っ て , - レ ナ は永遠 の美で あり, ソ フ ィ ヤ で あるが, それ は象徴主義
旧世代の 唯美主義者の 美と は, 永遠 の女性が各々 違 っ たように , 異質で ある ｡
ソ ロ ヴ ィ ヨ フ に と っ て , 象徴主義旧世代の , 芸術至上主義, 唯美主義は唾棄す べ きもの だ っ
た o ソ ロ ゲ ィ ヨ フ が90年代か ら数多くの 芸術論の 著述を始めた 理由の 一 つ は, 当時優勢だ っ た
唯美主義に対する反駁の 気持ち だ っ たと い う｡ *50 ｢ロ シ ア の シ ン ポ リ ス ト+(1894) で は, 象
徴主義者旧世代の詩が解析され て は, 誰の どの 詩をい か に模倣して い るか が指摘され批判さ れ
る
o
*51 ｢積極的美学 へ の第 一 歩+ の 冒頭で は, 芸術至上主義者を徹底的に理 論的 に批判 し て
い る とい う｡
* 52御子柴氏に よると, ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の言う ｢芸術は , 芸術を目的とす るの で は
な く, 生の 充足 の実現をめ ざす｡ そもそも生と い うもの はそ の 中に, 芸術の 根本要素, すな わ
ち美を含ん で い る ｡ そ して そ の 実は, 生の あ らゆ る他の 内容と内的に結び つ い て い る+*53 も
の なの で ある｡
ク ズネ ッ オ フ たち は, ソ フ ィ ヤ論を理解す る際, 旧世代か ら寂しん で い た テ キ ス トで あ っ た
｢フ ァ ウ ス ト+ を再解釈して用 い た ｡ ク ズネ ッ オ フ ら ロ シ ヤ象徴主 義新世代の 芸術家た ち は,
ソ フ ィ ヤ 論を得て , こ の 世の 生を真に生きる金羊毛 の若者た らん と した ｡ こ の とき, 新世代で
あ るク ズネ ッ オ フ は ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ を ｢フ ァ ウ ス ト+ 中の ヘ レ ナ に見 た｡ 一 方, 旧世
代 で ある グ ル ー ベ リ は ｢永遠の愛+ を持っ マ ル ガ リ ー タ に 救済を期待した｡ その 結果, ク ズ ネ
ッ オ フ ら新世代は, 金羊毛の 勇者た らん と して , 生を生 き抜き死ん だ人間フ ァ ウ ス トを目指す
こ と に なり, 一 方, 旧世代の ヴ ル ー ペ リ は, 死後, 魂とな っ て修行し, 天国に引き上げられ る,
彼岸の世界を憧慣す る こ とに な っ たの と考え られ る｡
ク ズネ ッ オ フ たち象徴主義新世代の , この 現実参画に対する直接的態度は, 旧世代と違う の
はもちろん の こ と, 現実を否定し逃避した 同時代の西欧の 芸術と比 べ る と, 独自なもの と言え
よう｡
Ⅳ 結 論
以上 より, 象徴主義新世代の絵画と ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ論と の 関係が, 部分的だが , 新
た に明らか に され た ｡
これ まで , ク ズ ネ ッ オ フ ら ｢青蓄蔵+ の 画家たち に は, そ の 様式の せ い で , ｢前向き で な く
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後ろ向き+ で ｢本質的に表現的+*54とい う評価が あ っ た ｡ しか し, ク ズ ネ ッ オ フ の ≪青い 噴
水》 は, 象徴主義の 様式で , 預言的に , 憧憶に よ っ て , ソ ロ ゲ ィ ヨ フ の ソ フ ィ ヤ 論の 実現を 呼
びか け る ロ シ ヤ独自の 図像で あ っ たの で ある｡ そ の青い 色彩は, 現実逃避の青で はなか っ た ｡
そ して その 時, ゲ - テ の ｢フ ァ ウ ス ト+ が テ キ ス トと して ソ フ ィ ヤ論の 理解と図像化に 大 きな
役割を果た した こ とが考え られ る の で ある｡
作品が措か れた1905年初頭 に は, 血 の 日曜日事件があ っ た ｡ その 前年の1904年は日露戦争が
お こ っ て い る｡ 1900- 3年間に は恐慌もあ っ た｡ 工業化が急速に進む と共に, 社会の 流動変化
も激しくな っ た ｡ ロ シ ャイ ン テ リゲ ン ツ イ ヤた ちに と っ て , その 時, 世の中は最悪の 時代 に 思
え て い た で あ ろう｡ それ故, ソ フ ィ ヤ到来に対する希求は強く, 終末の訪れは確実に間近に迫 っ
て い ると感 じ られ て い た はずで あ る｡
上述の 緊迫 した時代状況 に おい て は, ソ フ ィ ヤをこの 世に招来する こと こ そが画家の最大関
JL､事だ っ たと思わ れる . それゆ え, 香炉の役目をする噴水が最も画家の 関心を引い た と考え ら
れる . また, ソ フ ィ ヤ が ｢永遠の女性+ の女性像として で はなく, フ ォ ル ム もヴォ リ ュ ー ム も
無い 少女 と して措かれ た こ と は, テ キ ス トの 影響の他に , 未だ ソ フ ィ ヤ は この世に現れ る こ と
が できる形を現時点で有して い ない ため, 未だ現れえ ない , と の心情が投影され て い ると も推
測 で きる ｡ そう考え られ る ほど, ソ フ ィ ヤ 論待望 の気持ち は切迫 した もの だ っ た と思わ れる ｡
最後に, ヘ レ ナ, 又 は ソ フ ィ ヤ の 場合 ｢永遠の女性+ ｢最高の 美+, マ ル ガ リ ー タ の 場合 ｢永
遠 の愛+, ｢フ ァ ウ ス ト+ の 中の マ リ ア は ｢永遠の 女性+ ｢天国の女王+ とい う表現が な ぜ使わ
れ るの か, 救済を もた らす者が全 て女性なの はなぜか を考察して お きた い ｡
ヘ レ ナ又 は ソ フ ィ ヤ も, マ ル ガリ ー タも マ リア も, 居る場所も救済の やり方も違うが , 三人
と も共通 して, ｢永遠の+ ｢最高の+｢莫+｢愛+ と い う最高の概念を付与さ れ, それ ぞ れの 救済
を行い 統 一 をもた らす. モ ッ セ は, 女性的美徳は社会に道徳的目標を保持させ る 一 方で , 男性
は兵士 で あり, 理論を実践に変える英雄の 姿をとる とい う点を指摘し た ｡
* 55 ロ シ ヤ象徴主義
の場合も, 芸術家たち男性が , 自らをギ リ シ ャ的伝統に結びっ け, 金羊毛の 勇士に なぞ らえ て
い る こ と に気付く｡ この ように 女性が健全 な世界を体現 できたの は, モ ッ セ の言うとおり, 女
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